
令和４年度全国学力・学習状況調査の結果について 

  ６年生を対象に４月１９日に実施した全国学力・学習状況調査の結果が

まとまりました。 

そこから見えた本校の指導の成果と課題を検証し、その改善を図るととも

に、学校における児童への指導の充実や学習状況の改善等に、教職員が一

丸となって取り組んでいきます。 

 

 

国語 

＜知識及び技能＞ 

 ○全国平均的な正答率となっている。 

 ○言葉の特徴や使い方に関する事項の、話し言葉と書き言葉の違いについて答える問題では、全国平均に比べ、93％

と高い正答率になっている。 

 ▲言葉の特徴や使い方に関する事項の、漢字を文の中で正しく使う問題では、全国平均を上回っている項目もあれば、

全国平均 58％に対して正答率が 51％とやや低い項目がある。漢字を読み方や字形に注意して繰り返し練習する

ことで、漢字を文の中で正しく使う感覚を身につけていく必要がある。 

＜思考,判断,表現＞ 

 ○平均正答率は全国を上回っている。 

 ○文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や文章を整える問題や、文章の中に入る適切な内容を選択する問

題では全国平均を上回っている。 

算数 



＜知識及び技能＞ 

 〇平均正答率は概ね全国平均通りである。 

 〇図形を構成する要素に着目して、図形の意味や性質、構成の仕方について理解していると考えられる。 

 △二つの数の最小公倍数を求める問題に苦手意識がある。 

＜思考,判断,表現＞ 

 〇平均正答率は全国を上回っている。 

 〇示された場面を解釈し、その方法で求めることができる理由を記述することができる児童が多かった。 

 △示されたプログラムで描くことができる図形を選ぶ問題では、不正解や無回答が目立った。プログラムにおける回転

する角の大きさと繰り返す回数を変えることで、正多角形を作図することができるというよさを実感できる指導をして

いく必要がある。 

理科 

＜知識及び技能＞ 

〇平均正答率は、神奈川県及び全国を上回っている。 

〇一定量の液体の体積を適切にはかり取る器具の名称を書く問題では、90％と高い正答率になっている。神奈川県・

全国の正答率を、大きく上回っている。 

▲水は水蒸気になって空気中に含まれていることを理解しているかの問題では、正答率が 54％で神奈川県・全国平均

より低い。実験などを通して、実感をもって知識を得ることができるようにする必要があると考える。 

＜思考,判断,表現＞ 

〇平均正答率は、神奈川県及び全国を上回っている。 

〇「生命」を柱とする領域の自分で行った観察で収集した情報と追加された情報を基に、問題に対するまとめを検討して、

改善し、自分の考えをもち、その内容を記述する問題では、正答率が神奈川県・全国よりも 10％ほど上回っている。 

▲観察などで得た結果を、結果からいえることの視点で分析して、解釈し、自分の考えをもつことができるという問題で

は、神奈川県・全国平均を上回っているものの、正答率が４０％と低くなっている。実験では、結果から考察することを

重点的に行い、一人ひとりが自分の考えをもつことができるように指導していく必要がある。 

 


